
『
医
学
研
究
所
北
野
病
院　

第
８
回
大
規
模
災
害
対
応
訓
練
』

出
務
報
告
書

訓
練
日
時
：
令
和
６
年
10
月
６
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～

訓
練
場
所
：
北
野
病
院
（
北
区
扇
町
２
─

４
─

20
）

中
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

 

中　

川　

清　

彦　

　
　

大
規
模
災
害
が
８
：
40
に
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
訓
練
が
開
始
さ

れ
た
。

　

病
院
内
に
院
長
を
本
部
長
と
す
る
【
災
害
対
策
本
部
】
が
設
置
さ
れ
、

本
部
か
ら
の
指
示
で
職
員
が
行
動
を
行
っ
た
。
ま
ず
職
員
の
被
災
状
況
、

出
勤
等
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
て
行
わ
れ
た
。
広
域
防
災
・
救
急
医
療
情
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
職
員
被
災
状
況
、
病
院
内
電

源
等
病
院
内
イ
ン
フ
ラ
被
災
状
況
、
入
院
患
者
・
外
来
患
者
被
災
状
況
が

次
々
に
本
部
の
10
台
以
上
の
白
板
に
掲
示
さ
れ
た
。
同
時
に
院
内
に
水
が

入
ら
な
い
よ
う
防
水
版
設
置
も
行
わ
れ
た
。
受
傷
し
来
院
さ
れ
た
被
災
者

は
、
ま
ず
病
院
門
前
で
一
次
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
い
、
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
に
書

き
込
ま
れ
、
軽
症
者
は
門
前
で
治
療
、
赤
タ
ッ
ク
の
重
傷
者
は
病
院
内
に

お
い
て
二
次
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
い
院
内
で
の
治
療
行
う
か
、
他
施
設
に
搬

送
す
る
か
の
選
択
が
さ
れ
た
。

　

一
方
、
区
役
所
か
ら
の
避
難
所
へ
の
救
護
班
派
遣
の
要
請
が
、
大
阪
市

防
災
情
報
ア
プ
リ
を
用
い
て
北
区
医
師
会
を
通
し
て
北
野
病
院
に
行
う
と

い
う
訓
練
も
行
わ
れ
た
。
北
野
病
院
の
モ
ニ
タ
ー
に
も
大
阪
市
防
災
情
報

ア
プ
リ
が
映
し
出
さ
れ
情
報
が
共
有
可
能
で
あ
っ
た
。
医
療
チ
ー
ム
を
派

遣
す
る
と
い
う
決
定
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
。
院
内
連
絡
は
主
に
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー
とgo

o
gle

メ
ー
ル
が
使
用
さ
れ
た
。

　

看
護
学
生
も
含
め
た
総
勢
３
０
０
名
の
大
規
模
訓
練
で
あ
っ
た
が
、
各

自
が
真
摯
に
向
き
合
い
、
き
び
き
び
と
行
動
し
見
事
な
訓
練
で
あ
っ
た
。

実
際
の
大
規
模
災
害
で
は
こ
の
訓
練
の
よ
う
に
ス
ム
ー
ス
の
運
用
で
き
る

か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
と
っ
て
、

実
際
被
災
し
た
時
に
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
け
ば
良

い
と
思
っ
た
。

る
ー
む
303	

シ
リ
ー
ズ
３

北
区
の
避
難
所
開
設
訓
練
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『
令
和
６
年
度　

大
阪
府
済
生
会
中
津
病
院
災
害
対
策
訓
練
』

出
務
報
告
書

訓
練
日
時
：
令
和
６
年
11
月
30
日
（
土
）
午
後
３
時
～

訓
練
場
所
：
大
阪
府
済
生
会
中
津
病
院
（
北
区
芝
田
２
─

10
─

39
）

中
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

中　

川　

清
彦

　

平
日
の
日
中
に
大
阪
市
北
部
に
お
い
て
震
度
6
弱
の
地
震
が
発
生
し
た

と
の
こ
と
で
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
地
震
発
生
後
、
院
長
を
本
部
長
と
す
る
、

災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
各
災
害
対
応
職
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
指
示

が
な
さ
れ
た
。
前
半
は
、
主
に
血
液
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
透
析
室
）
に
被
害

が
あ
っ
た
（
今
回
の
訓
練
対
象
部
署
）
想
定
で
被
害
状
況
の
確
認
、
対
応

の
処
置
等
が
行
わ
れ
た
。
後
半
で
は
、
主
に
外
来
患
者
さ
ん
の
避
難
方
法

に
つ
い
て
卓
上
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
災
害
対
策
本
部
と
の
情
報
の
伝
達
、

情
報
共
有
方
法
、
人
員
の
配
置
、
物
品
の
配
置
等
の
確
認
が
行
わ
れ
、
そ

れ
に
伴
い
問
題
点
が
明
確
化
さ
れ
た
。

　

今
回
、
90
分
で
あ
っ
た
が
、
本
部
長
の
院
長
先
生
は
じ
め
各
災
害
対
策

職
員
の
み
な
さ
ん
が
、
的
確
に
行
動
さ
れ
情
報
を
共
有
さ
れ
て
い
た
。
災

害
時
に
北
区
内
で
重
要
な
役
割
を
し
て
も
ら
う
大
病
院
の
訓
練
を
見
学
さ

せ
て
も
ら
い
、
頼
も
し
く
思
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
あ
ら
た
め
て
普
段

か
ら
の
大
災
害
に
備
え
る
心
構
え
が
重
要
で
あ
る
こ
と
も
感
じ
た
。

元本庄公設市場跡地 （写真 ： 北天満 ・ 中崎班）

大正八年に日本で最初に設立された公設市場であることの由来などが記されている。

― 35 ―




